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*d ◎

*a ◎ ○ ○

エンストリップ - *a - 施 施 施

- ◎ ○ ○

*b ◎ ◎ ◎

アドマイヤーFL 4A 劇 *a 5 施 施 施 施

アドマイヤー１粒 4A *c 5 ◎ ◎ ○ ○

ベストガード溶 4A *a 4 ◎ ◎ ○ ○ ◎

ノーモルト乳 15 *a 2 ◎ ○ ○

アプロード水 16 *a 6 幼 幼

サンマイトFL 21A 劇 - 2 ◎ ○ ○

アプロードエースFL 16･21A *a 6 ◎ ○ ○

ポインセチア(樹木類の登録農薬も使用できる)

*a:発生初期
*b:幼虫発生期
*c:生育期
*d:発病初期

施:施設栽培
幼:幼虫

※:タバココナジラミ類(シルバーリーフコナジラミを含む)

トレボン乳 63A

モレスタン水 M10/UN  10
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*d ◎

*a ◎ ○ ○

エンストリップ - *a - 施 施 施

- ◎ ○ ○

*b ◎ ◎ ◎

アドマイヤーFL 4A 劇 *a 5 施 施 施 施

アドマイヤー１粒 4A *c 5 ◎ ◎ ○ ○

ベストガード溶 4A *a 4 ◎ ◎ ○ ○ ◎

ノーモルト乳 15 *a 2 ◎ ○ ○

アプロード水 16 *a 6 幼 幼

サンマイトFL 21A 劇 - 2 ◎ ○ ○

アプロードエースFL 16･21A *a 6 ◎ ○ ○

ポインセチア(樹木類の登録農薬も使用できる)

*a:発生初期
*b:幼虫発生期
*c:生育期
*d:発病初期

施:施設栽培
幼:幼虫

※:タバココナジラミ類(シルバーリーフコナジラミを含む)

トレボン乳 63A

モレスタン水 M10/UN  10

ポインセチア(樹木類の登録農薬も使用できる) 

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項 
根腐病・ 
立枯病 

生育期 ・灌水過多にならないように注意
する。 

 根腐病はピシウム菌
により、9～12月にか
けて発生する。 
 立枯病はリゾクトニ
ア菌による。 

灰色かび
病 

生育期 ・施設内の過湿に留意し、発病株
はただちに処分する。 

 
 

うどんこ
病 

生育期 ・発生初期に次の薬剤を散布する。 
モレスタン水和剤△  

2000倍 

 
△品種によっては苞葉
に薬害を生じるおそれ
があるので苞葉着色後
は使用しない。 

タバココ
ナジラミ
（オンシ
ツコナジ
ラミも防
除法は同
じ） 

生育期 ・発生初期に次の薬剤のいずれか
を散布する。 
アプロードエースフロアブル＃ 

 1000倍 
サンマイトフロアブル＃ 1000倍 
ベストガード水溶剤＃ 1000倍 

 
 
＃コナジラミ類での登
録 
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